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1.	はじめに

近年のめまぐるしい経営環境の変化を背景に、企業は
TCO（Total Cost of Ownership）削減、柔軟性のある経営
を求められています。この状況下において、企業はコストの
削減、拡張性、柔軟性、迅速性を追求した「クラウド」指向
のITシステムを優先的に検討する時代に入り、今や多くの
企業でクラウドサービスの展開が検討、推進されています。
その一方で、システム管理部門には、利用者の要求にリアル
タイムに適応できることに加え、全社レベルで集約・統合化
され、大規模・複雑化したITシステムの高度な統合運用管
理が必要となっています。

本稿では、NECの統合運用管理ソフトウェア「WebSAM」
のクラウド基盤ソフトウェアである「vDC Automation」が大
規模クラウド環境の統合運用管理をどのように実現している
のか、また、クラウド基盤サービス「NEC Cloud IaaS」向け
に実装した新機能について紹介します。

2.	クラウドにおける課題

近年、多くの企業に注目され導入が進められているクラウ
ドですが、ITシステムのクラウド化は、メリットがある一方

で、導入にはいくつかの課題があります。単純なITシステ
ムの仮想化やICTリソースの集約化では全体的な運用コス
ト削減は見込めません。まずはクラウド化における課題を
認識する必要があります。

1つ目は、ITシステムのクラウド化により管理者の作業負
荷が高くなることです。サーバ、ネットワーク、ストレージと
いったICTリソースを一元的に管理するためには、扱うデー
タ量が増えるため作業量が増加します。加えて、マルチベン
ダ/マルチプラットフォームのICTリソースを組み合わせた
運用が強いられ、管理は複雑化します。また、大規模・複
雑化したITシステムのなかで、最適な場所から利用者の要
求通りの適切なICTリソースを確保して提供するためには、
多種多様な知識とノウハウが必要となり、管理者の負荷が
増すことが懸念されます。

2つ目は、クラウドの特長であるシステムの拡張性、柔軟
性、迅速性を確保するための課題です。従来、ITシステムの
新規増設や拡張などには、機器の調達から構築、リリースま
でのリードタイムが必要でした。しかしクラウドシステムでは、
必要なときに必要なICTリソースが迅速に割り当てられるこ
とが求められます。また、既存の業務に対する負荷増大によ
る機器の増設やITシステムの拡張など、フレキシブルにIT
システムの変化に対応するための仕組みが必要となります。

クラウド時代の到来により、企業のITシステムの利用形態は大きく変わってきています。必要なときに必要なだけサービスやICT
リソースを利用する形態への変化に対応するために、企業システムでは統合・集約化が進んでいます。NECが培ってきた豊富な
ノウハウと先進技術を投入した統合運用管理ソフトウェア「WebSAM」は、クラウド時代に向けて大規模・複雑化するITシステ
ム全体の可視化と運用の自動化により、トータルコストの最適化を実現します。本稿では、「WebSAM vDC Automation」での
統合運用管理と、弊社が提供するクラウド基盤サービス「NEC Cloud IaaS」に向け、新たに実装した機能を交えて紹介します。

クラウド／SDN／運用管理／ワークフロー／ProgrammableFlow
Keyｗords
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3.	vDC Automationによるクラウド統合運用管理

弊社の統合運用管理ソフトウェア「WebSAM」では、こ
れまで大規模・複雑化に起因する課題に対応してきました。
企業システムからクラウド指向データセンターまで、幅広い
環境を管理対象とし、ITシステム全体の最適化に向けた強
化を行っています。ITシステムのライフサイクル全般を見え
る化し、運用を自動化することで、大規模・複雑化した環
境下においても、より少ない管理者、より低コストで、サービ
ス品質を維持する運用管理基盤を提供します。

vDC Automationは、WebSAMのなかでクラウドシス
テムでのライフサイクル全般の運用を支援するクラウド基
盤ソフトウェアとして開発を進めています（図1）。vDC 
Automationでは、前述の1つ目の課題に対して「ICTリソー
スの最適化」と「可視化」で解決し、2つ目の課題に対して

「オーケストレーション」で解決します。以下、それぞれにつ
いて説明します。
（1）ICTリソースの最適化

ICTリソースを一元的に集約し、1つのリソースプールと
して抽象化して管理します。抽象化する対象のリソー
スは、サーバリソース（CPU、メモリ）、ストレージ、ネッ
トワーク（IPアドレス、VLAN、仮想ファイアウォール、
仮想ロードバランサ）などです。物理資源を抽象化し
て管理することにより、マルチベンダ環境においても機
器ごとの機能差異を意識することなく、リソースの使用
量や空き状況を容易に確認することが可能となります。
またリソース使用量に閾値を設けて、閾値の超過時に
運用者へアラートを通知するなどの機能により、ICTリ
ソースを効率的に管理することが可能となります。
なおvDC Automationでは、リソースプールを部門や

業務ごとに分割して利用できる「サブリソースプール」
機能も提供しています。これにより、あたかも部門ごと
にICTリソースを保有しているような、柔軟かつ実践的
なクラウド環境での運用が実現できます（図2）。
また、利用者ごとに分離したネットワーク環境を提供す
ることが可能です。これにより、異なる部門間で分離
されたセキュアなネットワークの構築が可能です。

（2）可視化

クラウド環境になると、物理サーバを共有利用するた
め、ある仮想マシン（Virtual Machine：VM）に障害
が発生した場合、どの仮想基盤サーバで動いているの
か、その仮想基盤サーバに問題があるのか、またはネッ
トワーク側の問題なのかなど、ITシステム障害の原因
の切り分けが難しくなります。
サービスレベルを維持するためにも、障害発生時の影
響範囲の把握は迅速にできなければなりません。また、
ICTリソースの追加が必要かを的確に判断するために
は、ICTリソースの使用状況を常に把握しておく必要が
あります。vDC Automationでは、物理構成と論理構
成のマッピング及びリソースの利用者との紐付けを管
理します。そして容易にその関連を確認できる機能を
提供しています。これにより、ICTリソース全体及び利
用者ごとの利用状況をリアルタイムに把握することが可
能です（図3）。

（3）オーケストレーション

vDC Automationでは、利用者からの要求に応じて、リ
ソースプールからICTリソースを払い出し、サーバ、ネッ
トワーク、ストレージに対して構築を自動的に行うこと
ができます。これをオートメーション機能と呼びます。
一連のICTリソースの構築プロセスを自動化するワー

図1　vDC Automationの機能概要
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クフロー機能を備え、更に、検証済みシナリオを標準
のワークフローとして提供しています。標準のワークフ
ローでは、利用者ごとに独立した仮想ネットワークの構
築・設定、仮想ファイアウォール、仮想ロードバランサ
の構築、VMの構築、VMへのストレージの割り当て、
ミドルウェアのインストール、監視設定などが行えます

（図4）。実際の運用で必要となる一連の作業を自動化
し、運用コストの削減を実現します。
ワークフロー機能では、コマンド、スクリプトなどの実
行が可能です。これらの実行結果により分岐条件、結
合条件を記載することで、一連のフローを形成します。
また、標準のワークフローを元にカスタマイズを行うこ

とで、使用するネットワーク機器の機種を変更するなど
の実システム環境に合わせた任意のコマンド、スクリプ
トを組み込むことができます（図5）。

4.	NEC Cloud IaaS の要件を取り込み実装した新機能

vDC Automationは、NEC Cloud IaaSのクラウド基盤ソフ
トウェアとして採用されています。NEC Cloud IaaSでは、高
いコストパフォーマンスの「スタンダード（STD）」と、高性能・
高信頼の「ハイアベイラビリティ（HA）」のクラウド基盤サー
ビス、ハウジングサービス、また、それらのサービスを結合し
て利用するハイブリッドクラウドサービスを提供しています。
NEC Cloud IaaS向けの主な強化機能について紹介します。
(1)	SDN（Software-Defined Networking）連携強化

vDC Automationは、ProgrammableFlowアーキテクチャ
を実装したUNIVERGE PF6800 Network Coordinator

（以下、UNC）との連携を強化し、テナントごとに複数
のProgrammableFlowドメイン間を跨った仮想ネットワー
ク（Virtual Tenant Network：VTN）を構 築 すること
で、VLAN-IDの範囲である4Kを超える大規模な仮想
ネットワークの構築を可能としました。また、HAサービス、
STDサービス、及びアプライアンス機器をそれぞれ別の
ProgrammableFlowドメインで構成することで、各ドメイ
ン内での独立したPod（VLAN 4K空間）単位の増設だ
けでなく、ProgrammableFlowドメインの増設をクラウド
サービス無停止で可能としました。vDC Automationで
のSDN連携強化により、VLAN空間が4Kであるシングル
Pod構成からサービスを開始し、順次システムを拡張してい
くことで数千から数万のPod構成へと拡張性/柔軟性の高
いクラウドネットワーク環境を提供しています（図6）。

図2　ICTリソースのリソースプール化

図3　ICTリソース利用状況の可視化
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(2)	HA向け仮想基盤サーバ選択基準の強化

HAクラウド基盤サービスにおけるVM払い出し時の
仮想基盤サーバ選択基準を強化しました。VM払い出
し時に、どの仮想基盤サーバ上にVMを配備するかを
自動で選択できますが、従来は作成済みのVM数に応
じてVMホストを選択していました。高信頼・高性能
を利点とするHAクラウド基盤では、CPU、メモリなど
の性能干渉を確実に防止する必要があります。
vDC Automationでは、こうした性能確保型のクラウド
運用に対応できるよう、VM作成時に、CPU、メモリの
予約値及び使用量に基づいて仮想基盤を自動選択す
ることが可能になりました。また、VM起動時において
も、起動先仮想基盤を自動選択する際に、CPU、メモ
リの空きリソースが多い仮想基盤を優先するように改
善しました。

5.	むすび

vDC Automationでは、「ICTリソースの最適化」「可視
化」「オーケストレーション」の視点から、運用を効率化する
ことで、拡張性、柔軟性、迅速性に富んだクラウド運用を実
現します。また、いち早くSDNの概念を取り込み、商用ベー
スでのクラウド基盤製品として出荷し、導入実績をあげてい
ます。これからも「WebSAM」の企業・データセンター市場
での長年の実績を生かし、これからもクラウド時代の運用
管理製品を提供していくことで、お客様のビジネスに貢献し
ます。

図6　NEC Cloud IaaSでのネットワーク図
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*	Hyper-Vは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他
の国における登録商標または商標です。

*	VMwareは、米国およびその他の地域におけるVMware, Inc.の
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